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小
枩　

千
咲
さ
ん

　

①
守
山
小
学
校

　

②
薬
剤
師

山
口　

ひ
な
た
さ
ん

　

①
守
山
小
学
校

　

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

齋
藤　

七
奈
子
さ
ん

　

①
小
幡
北
小
学
校

　

②
お
菓
子
屋
さ
ん

大
森　

華
凜
さ
ん

　

①
二
城
小
学
校

　

②
ダ
ン
ス
の
先
生

天
神　

来
春
さ
ん

　

①
大
森
北
小
学
校

　

②
看
護
師

立
岡　

裕
基
君

　

①
鳥
羽
見
小
学
校

　

②
消
防
士

山
田　

悠
翔
君

　

①
志
段
味
西
小
学
校

　

②
恐
竜
博
士

見
ノ
木　

紗
南
さ
ん

　

①
小
幡
北
小
学
校

　

②
お
花
屋
さ
ん

川
嶋　

大
和
君

　

①
吉
根
小
学
校

　

②
パ
ン
屋
さ
ん

近
藤　

千
瑶
さ
ん

　

①
小
幡
小
学
校

　

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

　

新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ー
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
参

加
を
良
き
思
い
出
や
記
念
の
一
つ

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の

１
年
生

紙
面
大
集
合

①
入
学
す
る
学
校

②
将
来
、
何
に
な
り
た
い
？

全
長
＝
９
・
６
㍍
、
全
幅
＝
２

・
５
㍍
、
全
高
＝
３
・
２
㍍
、

車
両
総
重
量
＝

・

㌧
、

積
載
水
量
＝
９
５
０
０
㍑

　

消
防
無
線
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
か
ら
「
守
山

（
な
な
い

ち
）
」
と
い
う
呼
び
方
も
あ

り
ま
す
。
「
守
山
」
は
配
置

の
署
所
、
「

」
は
大
型
水

槽
車
の
ほ
か
、
燃
料
補
給
車

や
大
型
化
学
高
所
放
水
車
と

い
っ
た
特
殊
な
車
両
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
こ
の
大
型
水
槽
車

は
名
古
屋
市
消
防
局
に
１
台

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
山
火
事

を
は
じ
め
、
水
の
確
保
が
困

難
な
場
所
の
火
災
で
大
き
な

力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

積
載
し
た
水
を
、
放
水
作

業
を
行
う
車
両
な
ど
へ
供
給

す
る
役
割
の
消
防
車
で
、
毎

分
最
大
３
５
０
０
㍑
の
水
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
積
載
し
た
９
５

０
０
㍑
の
水
を
全
開
で
送
っ

た
場
合
、
３
分
間
程
度
し
か

持
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

離
れ
た
場
所
か
ら
水
を
吸
い

上
げ
て
届
け
る
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

大
型
水
槽
車
は
車
両
が
近

づ
く
こ
と
が
難
し
い
水
源
か

ら
も
水
を
確
保
す
る
た
め
、

吸
水
の
ホ
ー
ス
が

㍍
延
長

で
き
ま
す
。
ま
た
長
い
距
離

を
、
た
く
さ
ん
の
ホ
ー
ス
を

つ
な
い
で
効
率
よ
く
伸
ば
せ

る
よ
う
、
エ
ン
ジ
ン
式
で
乗

用
で
き
る
「
ホ
ー
ス
カ
ー
」

も
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ス
は
長
く
な
る
と
、

内
部
の
抵
抗
で
送
水
圧
力
が

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

般
的
な
消
防
車
で
は
太
さ


㍉
か

㍉
の
ホ
ー
ス
を
使
い

ま
す
が
、
大
型
水
槽
車
は
抵

抗
が
小
さ
い
太
さ

㍉
の
も

の
を
備
え
、
長
い
距
離
で
も

圧
力
を
保
っ
た
ま
ま
の
送
水

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
型
水
槽
車︵
守
山
�
︶

乗
用
で
き
、
長
い
距
離
で

も
ホ
ー
ス
を
効
率
よ
く
伸

ば
せ
る
﹁
ホ
ー
ス
カ
ー
﹂

市
消
防
局
の
特
殊
車
両
を
示

す
色
で
塗
装
さ
れ
て
い
る

﹁
守
山

﹂

　

希
少
種
・
マ
メ
ナ
シ
が
数
多

く
自
生
し
て
い
る
蛭ひ

る

池
＝
御
膳

洞
＝
入
り
口
付
近
に
こ
の
ほ

ど
、
マ
メ
ナ
シ
の
特
徴
や
散
策

ル
ー
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
案
内

看
板
が
設
置
さ
れ
た
。　

　

マ
メ
ナ
シ
は
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
、
自
生
し
て
い
る
も

の
は
全
国
に
約
三
百
五
十
本
。

う
ち
百
五
十
本
ほ
ど
が
守
山
区

内
に
存
在
し
、
数
と
し
て
は
日

本
一
。
蛭
池
に
は
七
十
本
ほ
ど

が
自
生
し
て
い
る
。

　

看
板
は
「
見
学
で
訪
れ
た
人

が
（
蛭
池
を
）
探
し
た
り
、
見

過
ご
し
て
い
る
」
や
「
数
少
な

い
自
生
地
で

あ
る
こ
と
を

誇
っ
て
も
い

い
の
で
は
」

と
い
っ
た
地

域
か
ら
の
声

を
受
け
、
守

山
土
木
事
務

所
が
設
置
し

た
。

　

ま
た
、
保

全
活
動
団
体

「
蛭
池
の
マ

メ
ナ
シ
を
守

る
会
」
が
マ

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

一
日
か
ら
七
日
間
行
わ
れ
た
。

区
内
で
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
（
Ｋ
Ｆ
Ｃ
）
守
山

大
森
店
＝
大
森
三
＝
に
消
防
服

姿
の
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス

が
登
場
し
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
点
検
を
呼
び
掛
け
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
Ｐ
Ｒ
で

き
、
印
象
的
な
火
災
予
防
啓
発

を
考
え
た
守
山
消
防
署
が
、
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
人
の
目

に
触
れ
れ
ば
と
企
画
。
Ｋ
Ｆ
Ｃ

の
協
力
を
得
て
、
こ
の
ほ
ど
コ

ラ
ボ
が
実
現
し
た
。

　

消
防
服
の
上
着
は
布
地
の
専

門
店
に
依
頼
し
て
制
作
。
カ
ー

ネ
ル
立
像
が
身
に
着
け
る
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
か
ら
採
寸

メ
ナ
シ
を
紹
介
す
る
文
章
を
考

え
た
ほ
か
、
区
役
所
地
域
力
推

進
室
も
写
真
を
提
供
す
る
な
ど

で
協
力
し
た
。
看
板
の
表
示
面

は
縦
七
十
㌢
×
横
百
二
十
㌢

で
、
生
育
箇
所
と
散
策
ル
ー
ト

を
表
し
た
案
内
図
も
新
た
に
書

き
起
こ
し
て
載
せ
て
い
る
。

　

蛭
池
は
、
周
り
の
陸
地
部
分

を
含
め
た
広
さ
が
約
一
万
三
千

平
方
㍍
。
四
月
上
旬
に
は
マ
メ

ナ
シ
の
開
花
時
期
を
迎
え
る
。

「
お
越
し
の
際
は
公
共
交
通
機

関
で
」
と
関
係
者
。
名
鉄
瀬
戸

線
「
大
森
・
金
城
学
院
前
駅
」

か
ら
徒
歩
十
五
分
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
ま
め
な
し

の
お
花
見
＆
観
察
会
」
が
四
月

六
日
（
火
）
午
前
十
時
―
正

午
、
檀
ノ
浦
公
園
＝
御
膳
洞
＝

を
集
合
場
所
に
し
て
開
か
れ

る
。
参
加
無
料
、
午
前
九
時
半

―
受
け
付
け
、
先
着
三
十
人
。

　

「
蛭
池
の
マ
メ
ナ
シ
を
守
る

会
」
会
員
ら
の
案
内
で
、
雨
池

公
園
と
蛭
池
を
巡
っ
て
観
察
。

桜
と
同
じ
頃
、
桜
に
似
た
花
を

咲
か
せ
る
マ
メ
ナ
シ
を
見
る
な

ど
、
い
つ
も
と
は
趣
の
異
な
る

〝
お
花
見
〟
が
楽
し
め
る
。

　

一
般
対
象
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）
、
小
雨
決
行
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
る
「
守
山
自
然
ふ
れ

あ
い
ス
ク
ー
ル　

ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
い
ち
お
し
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
ス
ク
ー
ル

実
行
委
員
会
事
務
局
（
区
役
所

地
域
力
推
進
室
）
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

さ
れ
、
前
か
ら
着
せ
て
背
中
で

留
め
る
形
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
ズ
ボ
ン
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

署
員
の
力
作
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

作
り
で
は
厚
紙
の
骨
組
み
に
新

聞
紙
を
重
ね
貼
り
し
、
銀
色
に

塗
装
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。

　

Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
」
の
「
カ
ー
ネ
ル
大
百

科
」
に
よ
る
と
、
カ
ー
ネ
ル
立

像
は
高
さ
＝
百
七
十
三
㌢
、
頭

囲
＝
八
十
㌢
、
胸
囲
＝
百
三
十

㌢
、
胴
囲
＝
百
四
十
㌢
、
腰
囲

＝
百
四
十
㌢
と
の
こ
と
。

　

同
店
で
次
に
消
防
服
姿
が
見

ら
れ
る
の
は
十
一
月
「
秋
の
火

災
予
防
運
動
」
期
間
。
守
山
消

防
署
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら

十
年
以
上
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
機
器
本

体
や
電
池
の
寿
命
は

約
十
年
で
す
の
で
、

適
切
な
管
理
と
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
」

と
引
き
続
き
呼
び
掛

け
て
い
る
。

消
防
服
姿
の
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス
が
登
場

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
で
Ｋ
Ｆ
Ｃ
守
山
大
森
店
に

ボ
ッ
チ
ャ
で
あ
そ
ぼ
う

守
山
児
童
館
で
幼
児
と
小
学
生
が
ゲ
ー
ム
を
体
験

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
手
に
火
災
予
防
を
呼
び

掛
け
た
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス

マメナシの案内看板を設置
蛭池・来月にはお花見と観察会も

マメナシの自生地であることなどを
紹介―蛭池に設置された案内看板

　

〝
地
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
〟
と

も
い
わ
れ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を

体
験
す
る
催
し
が
一
月
十
六

日
、
守
山
児
童
館
＝
小
幡
一
＝

体
育
室
で
開
か
れ
、
幼
児
と
小

学
生
九
人
が
楽
し
ん
だ
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

障
が
い
者
向
け
に
考
案
さ
れ
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

に
も
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。

白
の
目
標
球
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
）
を
狙
っ
て
赤
と
青
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
、
ど
れ
だ
け
近
づ
け

ら
れ
る
か
を
競
う
も
の
。

　

催
し
は
、
共
生
社
会
づ
く
り

の
取
り
組
み
と
し
て
同
館
が
初

め
て
開
催
。
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
ら
が
先
生
に
な
り
、

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
や

ゲ
ー
ム
の
進
め
方
な
ど
を

説
明
し
た
。

　

大
ま
か
な
ル
ー
ル
を
学

ん
だ
参
加
者
た
ち
は
三
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
総

当
た
り
戦
で
競
技
を
体

験
。
通
常
よ
り
一
回
り
小

さ
く
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ト

を
使
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
利
き

手
に
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
着
け
て

投
球
し
た
。

　

転
が
る
ボ
ー
ル
を
見
つ
め
、

そ
の
行
方
に
「
や
っ
た
ー
」
と

喜
ぶ
声
や
「
あ
ー
」
と
悔
し
が

る
声
を
響
か
せ
た
ほ
か
、
初
め

て
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
「
楽
し

か
っ
た
」
や
「
投
げ
る
時
に
ハ

ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
し
た
」
と

話
し
、
目
尻
を
下
げ
て
い
た
。

白
い
球
を
狙
っ
て
―
ル
ー
ル
を
学
ん

だ
後
、
競
技
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち


